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これ らを踏 まえ,本研究では ｢歩行 中のバ ラ ンス能






グマシンのローラの回転計測部 (リ- ドスイ ッチを
使用 した自作機器).
頼)被験者に与える目標速度と,(b)か らの実測速度と














させ,実測速度をサンプ リング周期 10msで 集 録 する.
(4)目標速度と実測速度との誤差を時間 波 形 として求
める.そ して,目標速度を変化 させた時刻 t｡か ら2
秒以内の誤差の最大値 Emaxを求める.次に,それ以
降で誤差が Emaxの 1/2以下となる時刻 tEを求める.
最後に,反応時間として tE/ toを計算す る.これを
｢歩行速度追従課題における反応時間｣TRとする.
試験的に被験者 3名 (健常な若年男性 ;のぺ 10回)の
計測を行ったところ,TRは03-i.4回であった･
4. むすび
本研究では,身体運動訓練支援 システムについて,歩
行速度追従課題における反応時間の計測機構の概念設計
を行い,試作器によって基本的な検討を行 った.今後は
運動負荷を加える機構 も搭載する予定である,なお,本
研究は歩行動作に着 目しているが,上肢運動機能の訓練
機器についても別に試作を進めていることを付言する.
本研究を進める上でご助言 ･ご助力を頂きました,新
潟工科大学地域産学交流セ ンタ一義 ･宮滞正章先生,秦
よび Kiga(二関係各位に感謝致 します･なお,本研究の-
郡は,柏崎技術開発振興協会,財団法人内田エネルギー
科学振興財団より助成を受けた.記 して感謝する.
図 1 歩行速度追従課題における反応時間の計測機構
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